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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はRho GTPaseファミリーのメンバーをコードしており、このファミリーのメンバーは細胞外成長因子に応答してアクチン細胞骨格組織化の調節に重要な役割を果たしています。この特定のファミリーメンバーは、ニューロンの形態とエンドソーム輸送の調節に関係していることが示されています。この遺伝子は17番染色体に局在し、乳がん・卵巣がん感受性遺伝子BRCA1のセントロメア近傍にあります。[RefSeq提供、2008年7月],機能:ニューロン機能と肝臓機能に特異的に関与している可能性があります。RhoサブファミリーのC3毒素非感受性メンバーです。,類似性:低分子GTPaseスーパーファミリーに属します。Rhoファミリー。,細胞内局在:ゴルジ体由来のプロアクロソーム小胞および先体でRACGAP1と共局在します。,サブユニット:RACGAP1のRho-GAPドメインと相互作用します。 UBXD5と相互作用する。,組織特異性:精巣で高発現。,
	研究分野
	神経科学; 神経学プロセス; 神経シグナル伝達; シグナル伝達; シグナル伝達経路; Gタンパク質シグナル伝達; 低分子Gタンパク質; Rasファミリー; 神経新生
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	Jarkat細胞溶解液のウェスタンブロット分析、RND2ウサギポリクローナル抗体を1:1000に希釈し、4°で一晩

